
全国公正研究推進会議
2025年度テーマ：激動する国際情勢をにらんで―公正研究の在り方

基調講演 「Oversight of Research Misconduct in the US」

 Susan Garfinkel（元ORI（Office of Research Integrity）ディレクター）

基調講演 「「総合知」の時代における研究公正」
中村 征樹（APRIN理事・人文学・社会科学系分科会長、

大阪大学 全学教育推進機構 教授）

基調講演 「科学技術史論から見た近未来の在り方(仮)」
横山 広美（APRIN人文学・社会科学系分科会 委員、

東京大学 国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構 教授）

10:00 ① 第一回認定研究公正アドバイザー（CRIA）ネットワークミーティング
② サテライト・イベント（研究者対象）
     ※ ①と②は参加対象者が一部重なるため、②は①の冒頭のプログラムが終了した後、10:40頃に開始する予定です

13:30 ・2025年度全国公正研究推進会議 全体会

13:45

14:15

14:45

15:45 ・分科会（医生命科学系、理工学系、人文学・社会科学系、中等教育系、事務系）

17:30
～

20:00

・情報交換会
一部( 35分)：意見交換会（分科会等の報告）
二部(115分)：懇親会（会費制）

2026年 2月 6日㈮ 東京大学 伊藤国際学術研究センター（現地対面）

[お問い合わせ] 一般財団法人公正研究推進協会 TEL:03-5937-0900／admin＠aprin.or.jp

APRINの設立趣意書（2016年 2月 15日）は、「科学が質の高い研究を通じて人類の福祉と幸福に貢献
していく上で極めて重要なのが、専門家である研究者の自信と自律、研究の自由である・・・倫理的素
養を研究者が獲得する上で必要なのが、研究者自らが企画する公正な研究に関する国際的議論を通じた
学びである」と宣言しました。 今日の世界では、新技術の急速な導入や経済安全保障確保への対応な
ど、常人の想定を超えた激動が次々と起こり、不確実性が否応なく増しています。こうした時代だから
こそ設立理念に立脚し横のつながりを強めるべきだと考えます。

当日参加できないセッションの視聴は、開催後のオンデマンド配信をご活用ください（要参加登録）

＜ 第一回研究部会 ポスター発表を募集します！ ＞

そこで今回は、激動と不確実性のひとつの震源地である米国からの現場報告を受け、参加者が問題意
識を深耕しこれからの公正研究の在り方を考える場とします。特に、人文学・社会科学がひとつの軸と
なり医生命科学や理工学などと連携して推進する公正研究の姿を共に考えます。
皆様のご参加をお待ちしております。

一般参加者による公正研究活動の認知と普及を目的として、会議出席者によるポスター発表を広く募集します。

会場内にポスター展示スペースを設け、発表・質疑応答・意見交換の機会を提供します。優れた発表を行った

個人・団体は、情報交換会（二部）にて表彰いたします。詳細は上記QRより法人ウェブサイトをご覧ください。

イベント詳細 参加登録

１０月２１日改訂版
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